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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、SH2およびSH3（src相同性）ドメインを含むタンパク質キナーゼをコードしており、RASおよびJUNキナーゼシグナル伝達経路を活性化し、RAS依存的に線維芽細胞を形質転換することが示されている。BCR-ABLチロシンキナーゼの基質であり、BCR-ABLによる線維芽細胞の形質転換に関与し、発癌性を有する可能性がある。[RefSeq提供、2009年1月],機能：細胞内シグナル伝達を媒介する可能性がある。,類似性：1つのSH2ドメインを含む。,類似性：2つのSH3ドメインを含む。,サブユニット：INPP5D/SHIP1と相互作用する。DOCK2およびEPORと相互作用する。リン酸化CBLBおよびIRS4と相互作用する。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;ErbB_HER;ケモカイン;焦点接着;Fc γ R を介した貪食;神経栄養因子;アクチンと細胞骨格の調節;インスリン受容体;癌における経路;腎細胞癌;慢性骨髄性白血病;
	画像データ
	

	CrkL抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CrkL抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CrkL抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Crk-Lポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

